
◆情報提供 令和２年度第１回 すだち果皮等活用研究会が開催

◆情報提供 ＪＡ阿波町管内でスイートコーン（品種名：おおもの）ブランド化に向けた取組みについて
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ＪＡ阿波町管内で６月中旬よりスイートコーン「品種名：おおもの」出荷が始まりました。「おおもの」は糖度
２０度と甘く、名前のとおり４５０～５００ｇと大きくなるのが特徴で、管内生産者１０名が約１．５㏊で、甘くて
大きいスイートコーン産地化に取り組んでいます。
同栽培は、管内で盛んに栽培れているブロッコリー後作に行われ、収穫後に残った葉や茎は畑の良質な

有機物になるとして、土づくりや連作障害軽減につながると期待されています。
出荷については７月下旬頃まで続き、ＪＡ全農とくしまを通じて関西のスーパーで販売されています。

発 行：とくしまブランド推進機構

《JA及び機構担当者による生育調査の様子》 《管内生産者ほ場でのヒアリング調査》 《甘くて大きい「おおもの」》

今年で３年目を迎えるすだち果皮等活用研究会の本年第１回目会議が６月２２日に農林水産総合技術

支援センターで開催されました。
昨年度の活動報告として、４回開催された研究会の活動内容とすだち等の搾汁残さの用途開発について
事例報告及び試食会がありました。高度支援課では、搾汁後のすだち果皮をペーストに加工し、すだちわ
さび、すだちジュレ、すだち入り焼き肉のたれなど、用途に合わせた商品を紹介しました。
また、資源環境研究課では、すだち、ゆず、ゆこうの果皮で３種類のペーストを加工し、それぞれの特徴を
活かした用途の商品が紹介されました。
果皮をペーストに加工することで使用する用途が広がり、徳島のすだち果皮を活かした様々な商品の開
発が期待されます。

すだちペースト すだちわさび すだちペースト､すだちあん左ユズトマトソース､
右ユコウトマトジューズ


